
参考資料

周産期医療



分
娩
の
リ
ス
ク

○ 周産期に係る比較的高度な医療行為

○ ２４時間体制での周産期救急医療

地域周産期医療

△△地域周産期
母子医療センター

母体・新生児搬送

周産期医療の体制

○ 正常分娩の対応

○ 妊婦健診を含めた分娩前後の診療

○ 他医療機関との連携によるリスクの低い帝王切開術の対応

○○病院、 ◆◆診療所、 □□助産所

正 常 分 娩

○ リスクの高い妊娠に対する医療及び
高度な新生児医療

○ 周産期医療システムの中核としての
地域の周産期医療施設との連携

○ 周産期医療情報センター

総合周産期医療

◇◇総合周産期
母子医療センター

時間の流れ

○ 周産期医療施設を
退院した障害児等が
療養・療育できる体
制の提供

○ 在宅で療養・療育し
ている児の家族に対
する支援

療養・療育支援

■■療育センター

オープンシステム等による連携
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分娩施設数の推移
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厚生労働省「人口動態統計」

出生数及び出生時体重2,500g未満の出生割合の推移

この２０年で、出生数は横ばい・減尐となっているが、低出生体重児の割合が増加している。
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平成19年
出生数 1,089,818人
2,500ｇ未満割合 9.6％

昭和50年
出生数 1,901,440人
2,500ｇ未満割合 5.1％
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総合周産期母子医療センター数の推移

施設数

都道府県数
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地域周産期母子医療センター数の推移

施設数

都道府県数

（厚生労働省雇用均等・児童家庭局母子保健課調べ）

総合周産期母子医療センター数、
地域周産期母子医療センター数の推移
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新生児集中治療室（ＮＩＣＵ）数、
母体・胎児集中治療室（ＭＦＩＣＵ）数の推移

（各年10月１日時点）

厚生労働省「医療施設調査」
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（2005年日本周産期・新生児医学会調査）

NICU病床数

施設数

NICU病床数別施設数
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